
第九次
基本計画

基本計画の見方

政策目標
やさしさと笑顔にあふれる健康なまち

政策目標
安全・安心で快適なまち

政策目標
心豊かな人を育み、生涯にわたって学習できるまち

政策目標
場の力が創造する魅力・活力のあるまち

構想の推進
（まちづくりを進めるために）
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質の高い医療を受けることが
できるまちを目指します。

国民健康保険加入者の医療機関別受診状況をみると、入院患者の半数以上が市外の医療機関を利用していま
す。このため、身近なところで、質の高い、より専門的な医療を受けることができるよう建設を進めている新し
い市立伊東市民病院を始め、地域全体の医療機能の充実が求められています。

地域全体の医療の充実を図るためには、市立伊東市民病院と地域内の医療機関との連携や役割分担が重要で
あり、市民が「かかりつけ医」を持つことを進め、市立伊東市民病院は、専門的な医療が必要なときに対応でき
る機能を有することが必要です。また、より高度で、より専門的な医療が必要なときには、その能力を有する医
療機関への紹介が的確にできるよう、地域外の医療機関との連携を深めていくことも必要です。

市立伊東市民病院は、指定管理者による効率的かつ効果的な管理運営により、医師等医療スタッフを確保し、安
定的な経営を実現しています。全国的な医師不足等により、公立病院の経営が大変厳しい状況にある中、将来
にわたって地域医療の確保と、更なる充実を図るためには、引き続き指定管理者による管理運営により、安定的
な経営を実現していくことが必要です。

市立伊東市民病院は、開院以来、24時間365日の第二次救急医療を担い、開院以前と比べ、救急車による市
外搬送件数は格段に減少しました。また、順天堂大学附属静岡病院を中心としたドクターヘリの運行により、迅
速な救急搬送が可能となるなど、救急体制の充実が図られています。伊東市医師会が担う第一次救急医療と市
立伊東市民病院が担う第二次救急医療の機能を高めるとともに、第三次救急医療機関への搬送が必要なとき
は、迅速に対応できる救急医療体制の更なる整備が必要です。

観光立市を目指す伊東市にあっては、市立伊東市民病院においても、※医観連携を図る中で観光システムの一
端を担う必要があり、そのためには、市民のみならず、観光客にも対応できる病院機能の整備、特に健診機能な
どの充実を図ることが必要です。

現況と課題

目　　標

成果指標

市内医療機関の
受診率

国民健康保険被保険者
医療機関別受診動向

市内医療機関の医師、
看護師数

入院
34.0%
外来
80.7%

保健所集計

平成21年8月

医師
105人
看護師
481人

入院
41.7%

外来
91.1%

医師
115人

看護師
534人

入院
42.7%

外来
95.5%

医師
118人

看護師
550人

平成20年12月

指標 現状
目標値
（H27）

目標値
（H32）

指標の内容・出所等

1-1
地域医療の充実

やさしさと笑顔にあふれる健康なまち

基本計画の見方

将来像を実現するため
に実行する政策の柱です。
このようなまちになるこ
とを目指します。

当該分野の施策を進めるに当たって、平成22年度時点
での現状と課題について、市民と行政が認識を共有す
るため、簡潔に記述したものです。

当該分野において、本市が目指していくべき目標です。

・当該分野の達成状況を測る指標です。平成22年度を
基準として現況値を測定するとともに、計画期間の中
間年度（平成27年度）と最終年度（平成32年度）の
目標値を設定しています。
・各目標値は中間年度と最終年度において達成状況を
測定し、その結果を後期計画における見直しや次期総
合計画の策定に活用します。

基

本

計

画

基
本
計
画
の
見
方
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より高度で、より専門性の高い医療機能を備えるとともに、市民の健
康保持、保健予防などにも対応した市民の医療需要に応えることが
できる病院を整備する。

病状等に応じて適切な医療が受けられるよう、医師会と協力して、市
立伊東市民病院と地域内の医療機関の連携を更に深めるとともに、
市民が「かかりつけ医」を持つことを推進する。

方　　策

高度な医療機能を備えた

新病院の整備

地域内の医療連携の推進

市内唯一の急性期医療を担う病院である市立伊東市民病院の医療
機能の向上と安定的な経営に努めることで、地域医療の確保と充実
を図る。

市立伊東市民病院の

運営の充実

新病院は、災害医療の機能の整備と従事する医療スタッフを養成す
ることで、災害拠点病院の指定を目指し、災害時の医療の確保を図る。災害医療体制の充実

新病院においては、市民が安心して暮らし、観光客も安心して訪れる
ことができる救急医療体制を整備するとともに、市民のみならず、観
光客の利用も考慮した、医観連携の推進に資する健診機能の整備に
努める。

医観連携の推進に資する

施設整備

市立伊東市民病院が担う第二次救急医療の高度化を図り、市内で完
結できる救急医療の割合を高めるとともに、第一次救急医療を担う
伊東市立夜間救急医療センターや地域内の医療機関、第三次救急医
療機関との連携を深め、地域の救急医療の充実を図る。

救急医療体制の充実

概　　要

方　　策 概　　要

市民の医療需要に応えていくため、市民代表による協議のための組
織を設置し、市立伊東市民病院の管理運営や医療などに関する意見
交換などを行う。

市立伊東市民病院の

管理運営に関する

市民代表を交えた会議の設置

目標を実現するための具体的な方策

市民の皆さんと一緒に進めていく方策

当該分野の目標を実現するための取組を示した
ものです。

・当該分野の目標を実現するために市民との協
働により行う取組を示したものです。
・なお、ここでいう市民は、個人だけでなく、自治
会やボランティア団体、NPO、企業など、様々な
主体を含んでいます。

基

本

計

画

基
本
計
画
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見
方
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　大室山が噴火した際に溶岩が海に流れ出して、形成された溶岩岩石海岸で、海岸線には絶

壁が連なり、幾重にもふところ深く入り組んだ岩礁、岬から岬へと続く眺めは壮観。

　門脇埼灯台を中心に全長約9kmのハイキングコースがあり、なかでも門脇崎の海の吊り

橋は長さ48ｍ、高さ23ｍでスリル満点。

【城ヶ崎】
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